
30仙台市本庁舎建替実施設計書

熱源設備 熱源⽅式 空冷ヒートポンプチラー（モジュール型） 給⽔設備 給⽔⽅式 タンク⽅式 ポンプ直送⽅式

⽔冷ヒートポンプチラー（地中熱利⽤） 給湯⽅式 局所式（電気温⽔器、ガス給湯器）

地中熱はボアホールと⽔平ループコイルを併⽤ 排⽔設備 排⽔⽅式 （建物内）汚⽔・雑排⽔合流

空気調和設備 空調⽅式 6〜13階執務室︓天井放射空調システム+外気処理空調機 （建物外）汚⽔・雑排⽔、⾬⽔分流

4〜13階執務室︓空冷ヒートポンプエアコン+全熱交換型換気扇 衛⽣器具設備 節⽔器具、洗浄便座、⾃動⽔栓

14、15階議会︓空冷ヒートポンプエアコン+全熱交換型換気扇 ガス設備 低圧ガス（都市ガス）

15階議場︓空気調和機（単⼀ダクト） 消⽕設備 防⽕対象物 （16）項イ（特定防⽕対象物）

1階エントランス︓床放射空調システム+外気処理空調機  消⽕⽅式 スプリンクラー設備（全館）

2階執務室︓天井放射空調システム+外気処理空調機 屋内消⽕栓（全館）

1、2階執務室︓空冷ヒートポンプエアコン+全熱交換型換気扇 連結送⽔管設備（3階以上）

換気設備 換気⽅式 居室 外気処理空調機、全熱交換器による第1種換気 泡消⽕設備（地下駐⾞場）

トイレ、倉庫等 排気ファンによる第3種換気 不活性ガス消⽕設備（電気室等）

排煙設備 排煙⽅式 地下1階⾮常⽤エレベーター附室︓加圧防排煙 消⽕器（全館）

地下1階駐⾞場︓機械排煙（建築基準法による）

⾃動制御設備 防災センターに中央監視装置を設置 さく井設備 新規に1か所さく井、既設1か所再利⽤

クラウド型BEMS

15-2. 熱源設備

15-1. 機械設備概要

○熱源⽅式について

○地中熱利⽤について

主に定時で使⽤するエリアは中央熱源⽅式とし、個室やテナント等は個別空調⽅式とします。
熱源⽅式は、省エネルギー性、経済性、更新性に優れる空冷ヒートポンプチラー（モジュール型）および地中熱利
⽤⽔冷ヒートポンプチラーとします。
熱源機器は地震の影響が⼩さい免震層より上部で⽔害の影響が無い 3階および屋上に設置します。
1、2階の空調系統は地中熱利⽤⽔冷ヒートポンプチラーとし、3階に設置します。
6〜 13階の空調系統は空冷ヒートポンプチラー（モジュール型）とし、屋上に設置します。
個別空調⽅式は省エネルギー性、経済性に配慮し、電気式の空冷ヒートポンプエアコンとします。

・
・

・
・
・
・

・
・

・

省エネルギーに配慮し、再⽣可能エネルギーとして地中熱を利⽤します。
地中の温度は外気温度と⽐べて、夏季（冷房時期）は低く、冬季（暖房時期）は⾼いため、その地中熱を利⽤した
空調を 1、2階に採⽤します。
地中熱の採熱は、敷地内の建物外周部に設置できる範囲でボアホールを設置し、加えて建物下部に設置する⽔平ルー
プコイルを併⽤します。

ボアホール︓地中 100m程度の地中熱交換井に配管を埋設し、⽔の循環によって地中と熱交換を⾏う⽅式のこと。
⽔平ループコイル︓建物下部に配管を埋設し、⽔の循環によって地中と熱交換を⾏う⽅式のこと。

※
※

熱源システム図

15．機械設備計画

30仙台市本庁舎建替実施設計計画概要

15．機械設備計画



31仙台市本庁舎建替実施設計書

15-3. 空調設備

○空調設備について

○1階エントランス，2階執務室系統空調システム

○6〜 13階基準階執務室空調システム

定時の時間帯で運転する系統の 1階エントランス、2階執務室、6〜 13階の基準階執務室、議場は⼀元的な管理によ
り効率良く運転ができる中央熱源⽅式とします。
中央熱源系統は、3階機械室や屋上に設置した熱源機器から冷温⽔を必要な空調機器へ送⽔します。
個別空調系統は、電気式の空冷ヒートポンプエアコンとし、屋外機は各階のバルコニー等に設置します。
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・
・

・
・

・

・

・

・
・

・
・

・

・
・
・

・

1階エントランスの空調は、冷温⽔配管を床に敷設した床放射空調と床吹出空調（外気処理空調機）を併⽤したシス
テムとします。
床放射空調は床⾯を冷却、加熱することで床からの放射熱により快適な温熱環境をつくります。
床吹出空調は⼈に近い床から空調された空気を吹き出すことで、上下温度差が⼩さく居住域を効率的に空調し、快適
な環境をつくります。
2階の執務室空調は⽔冷媒の天井放射空調+外気処理空調機とします。
1、2階系統の外気処理空調機には冷却（除湿）再熱にエネルギーを消費しない冷媒⾃然循環式のヒートパイプを組み
込みます。ヒートパイプは配管内に封⼊した作動液を蒸発部で蒸発させ、温度差により凝縮部に移動し凝縮を⾏います。
冷却された作動液は再度、温度差により蒸発部へと移動し、これを繰り返し⾏うことで、エネルギー消費無しで予冷
予熱を⾏います。
ロビー、市⺠利⽤のゾーンごとに空調制御系統を分け、むだなエネルギーを使わない計画とします。

6〜 13階の基準階執務室の空調は、⽔冷媒の天井放射空調+外気処理空調機とします。
天井放射空調の採⽤により気流感が少なく、室内の温度ムラが⼩さくなります。また、⼀般的な空調⽅式よりも冷温
⽔温度を緩和できるため、省エネルギー性と快適性を両⽴したシステムです。
外気処理空調機からの主な給気は天井内チャンバー⽅式、還気は床下チャンバー⽅式とし、ダクト設備を最⼩限にと
どめることで、送⾵機搬送動⼒の低減による経済性に配慮した計画としています。
外気処理空調機および天井放射空調は執務室内で系統を分けることで、個別制御性を持たせ、むだなエネルギーを使
わない計画とします。

○議場フロア空調システム

議場の空調は、空気調和機による床吹出空調システムとします。
居住域のみを効率的に空調し、省エネルギーに配慮します。
床吹出⼝は座席付近に設置し、空調気流は椅⼦の背もたれに沿って吹きあがり、座っている⼈を包み込むように空調
します。
議場以外の諸室は、個別空調⽅式（空冷ヒートポンプエアコン）とします。

6〜 14階 空調システム図

1・2階 空調システム図
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G/W

15-4. 換気設備

15-5. 排煙設備

15-6. ⾃動制御設備

従来型 BEMS イメージ図 クラウド型 BEMS イメージ図

6 〜 13 階の基準階執務室は、外気処理空調機を⽤いた One-way 換気システム（機械換気）をベースに⾃然通⾵を併
⽤したハイブリッドシステムとし、⾃然エネルギーを積極的に利⽤します。
屋外の気候条件が良い⾃然通⾵有効時は各階に設けられた⾃然通⾵⽤ダンパーを開放して、卓越⾵（南東および北北
⻄⽅向）によって建物に⽣じる圧⼒差を利⽤した⾃然通⾵を⾏い、省エネルギーを図ります。
⾃然通⾵有効時に⾃然通⾵ダンパーが開放されます。また、各階外壁側各スパンに設置された⾃然通⾵有効表⽰サイ
ンの点灯により、職員による窓開けを促します。
外気処理空調機、空気調和機には回転型全熱交換器を組み込むことで省エネルギーを図ります。また、CO2 濃度制御
による外気導⼊量の調整や外気冷房を⾏うことで空調消費エネルギーを削減します。
個別空調系統の換気は、全熱交換型換気扇とします。
個別空調系統の全熱交換型換気扇は、CO2 濃度による外気導⼊量の変⾵量制御により省エネルギーを図ります。
給気ファンや排気ファンは、消し忘れ防⽌の観点などから⼈感センサーや照明連動等による換気ファンの発停で、省
エネルギーを図ります。
卓越⾵︓ある⼀定期間内に最も頻繁に吹く⾵向きの⾵のこと。
One-way 換気システムは天井⾯より空調された新鮮外気を執務室に供給し、床⾯から吸い込み、外壁に⾯する外気処理空調機を
経由して排気することにより、執務室内に気流の滞留が少なく衛⽣的で感染症対策としても有効なシステムです。
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・

・

・

・
・
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・
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建築物の避難安全に関する性能規定（全館避難安全検証法）による国⼟交通⼤⾂の認定を受けます。
地下 1 階駐⾞場および⾮常⽤エレベーター乗降ロビー、⾮常階段の附室に排煙設備を設けます。
地下 1 階駐⾞場、地下 1 階の⾮常⽤エレベーター乗降ロビー、⾮常階段附室は、機械排煙設備とします。
地下 1 階の附室は加圧防排煙（外気導⼊により部屋を加圧して煙を部屋の外に排出する⽅式）とします。

中央監視装置の導⼊により、熱源機器や空調機器、換気ファン等の空気調和設備機器や、受⽔槽の⽔位、ポンプ等の
衛⽣設備機器を制御することで、省⼒化、省エネルギー化、安全性の確保、快適環境の実現等を⽬指します。
新本庁舎のエネルギー管理や設備機器運転の最適制御を⾏うにあたり、エネルギー使⽤量データなどを収集、グラフ
化、⽐較、分析できる BEMS（Building Energy Management System）はクラウド型とします。エネルギー使⽤
状況から運⽤へフィードバックすることで、運⽤改善を継続的に⾏い、省エネルギー化を推し進めます。クラウド型
とすることで、サーバーや OS の更新を不要とし、機器の更新費⽤の削減を図ります。
通信⽅式は、メーカーの互換性が⾼いオープンプロトコルの BACnet を採⽤し、電⼒監視、太陽光発電設備などと
情報を連携します。

クラウド
センター

モバイル端末

監視⽤ PC監視⽤ PC BEMS ⽤ PC
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⾃然通⾵有効サイン 事例⾃然通⾵有効

執務室

⾃然通⾵⽤ダンパー

⾃然通⾵⽤ダンパー

⾃然通⾵⽤ダンパー

⾃然通⾵有効サイン
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基準階執務室 ⾃然通⾵イメージ図

⾃然通⾵⽤ダンパー


